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遺伝子治療学会、遺伝子・デリバリー研究会シンポジウムでは、大変お世話になりありがとうございました。実は、遺伝子・デリバリー研究会シンポジウム参加者の中から複数名、百日咳と診断された人がおり、以下のメールを関係者に配送しておりますので報告させていただきます。遺伝子治療学会では、発症者はおられませんでしょうか？

　第9回シンポジウム参加者の中から、最近、複数名が百日咳に罹患していることが判明しました。感染時期が、シンポジウム前後であると推定されています。百日咳が感染性の病気であること、喘息などの基礎疾患のある人が罹患すると、重症化する可能性があることなどから、皆様にお知らせいたします。参加者の中で、咳が長く続くなどの百日咳を疑わせる症状がある方がおられましたら、医療機関を受診していただき、百日咳の疑いがあることをおっしゃってください。具体的には、百日咳凝集素価を測定して診断し、クラリスなどのマクロライド系抗生物質を5日間服用すれば、排菌しなくなります。もし、参加者の中で、百日咳と診断された方がおられましたら、私までお知らせいただければ幸いです。お手数をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。
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